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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第３四半期連結
累計期間

第16期
第３四半期連結
累計期間

第15期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 818,509 471,265 1,038,675

経常利益又は経常損失（△） （千円） △24,356 △4,680 15,893

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（千円） △32,888 △6,977 △31,452

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △32,948 △9,870 △35,141

純資産額 （千円） △7,569 75,295 82,525

総資産額 （千円） 747,615 563,974 720,173

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △2.93 △0.59 △2.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） △1.7 13.0 11.1

 

回次
第15期

第３四半期連結
会計期間

第16期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 2.25 △0.38

（注）１　当社は、平成27年７月１日付けで、連結子会社でありました株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併し

たことにより、連結子会社が存在しなくなったものの、引き続き四半期連結財務諸表を作成していることか

ら、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日)等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純損失(△)」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失(△)」としてお

ります。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間におきまして、当社の連結子会社でありました株式会社アイフリーク モバイルは、当

社を吸収合併存続会社、株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併消滅会社とする吸収合併により消滅しておりま

すが、同社が行っておりました事業は当社が継承しているため、当社グループとして営んでおります事業の内容に変

更はありません。

　なお、当社は、平成27年７月１日付けで株式会社アイフリーク モバイルに商号を変更いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、当社グループは、前連結会計年度において、スマートデバイスのサービス強化及び企業向け電子絵本商品の

メニュー強化、不採算事業からの撤退や徹底した固定費の削減施策を行い、グループ内の事業部門の選択と集中をよ

り強く推進し、経営資源をモバイルコンテンツ事業へ集約する体制の整備と財務基盤の強化を図りました。

　これらの施策が功を奏し、前連結会計年度において、営業利益及び経常利益を計上しております。しかしながら、

営業キャッシュ・フローは継続してマイナスであり、収益力が安定したと判断するのは時期尚早であることから、継

続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると判断しております。

　この改善策といたしまして、当連結会計年度におきましては、平成27年７月１日に当社グループの売上高を構成す

るモバイルコンテンツ事業を営んでおりました株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併し、従来の「純粋持株会

社体制」から「事業会社体制」に移行することにより、昨今の経済情勢の変化に対応するとともに、より一層のお客

様視点に立った経営及び経営の一層の効率化を進めております。また、モバイルコンテンツ事業の中核であります

『デココレ』『photodeco+』等のコミュニケーションコンテンツ領域及び『森のえほん館』等のファミリーコンテン

ツサービス領域の一層のサービス強化により、営業利益の確保及び営業キャッシュ・フローの更なる改善を見込んで

おります。

　事業資金面につきましても、引き続き取引金融機関と良好な関係にあり、当面の事業資金の確保はなされているこ

とから、少なくとも今後１年間の資金繰りに重大な支障をきたすような状況にはありません。

　以上のことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、継続企業

の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する注記」の記載には至りませんで

した。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善及び政府・日銀による各種政策を背景

に緩やかな回復基調にあるものの、米国の金融政策正常化に向けた動きのなか、中国を始めとする新興国経済の減

速懸念から、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの関連するモバイルコンテンツ業界におきましては、携帯電話利用者のフィーチャーフォン（以下

「ＦＰ」という。）からスマートフォン（以下「ＳＰ」という。）への端末変更がより一層進み、さらに、タブ

レット端末の利用者が増えた結果、ＳＰ及びタブレット端末（以下「スマートデバイス」という。）の利用者が増

加傾向にあります。これらの要因により、インターネットサービス及びアプリケーションの利用、電子書籍の閲覧

等、スマートデバイスによるコンテンツ利用シーンが拡大しております。

　このような経営環境のもと、当社グループは引き続き、モバイルコンテンツ事業の持続的な成長と関連事業の育

成を進めてまいりました。

　コミュニケーションコンテンツ領域（『デココレ』、『photodeco+』等）におきましては、ユーザーの継続利用

を促進するため、使いやすいユーザーインターフェースへの改善と追加機能の拡充、スタンプ画像の掲載等、引き

続きスマートデバイスでのサービス強化を進めてまいりました。まず、『デココレ』におきましては、テレビアニ

メ25周年記念「映画ちびまる子ちゃん」との特別タイアップとして、限定スタンプ・待ち受け画像の配信、さくら

ももこの大人気キャラクター「コジコジ（COJI-COJI）」の名言スタンプ素材の限定配信に加えて、大規模リ

ニューアルによるシェア拡大に取り組みました。次に、『photodeco+』におきましては、大ヒット映画「パディン

トン」の日本公開を記念した特別企画として、スタンプやフレーム、テンプレートで写真を簡単に可愛く加工でき

るデコ素材の配信を行い、サービス強化に取り組みました。

　ファミリーコンテンツサービス領域（『森のえほん館』等）におきましては、絵本を通してメープルシロップの

魅力を伝える取組みといたしまして、株式会社白泉社が発行する子育て情報誌「kodomoe（コドモエ）」と制作し

ましたタイアップ絵本「かえでのもりの おくりもの」の配信を行い、更なる認知、普及に向けた取組みを実施い

たしました。

　周辺事業の育成におきましては、世界的なメッセンジャーアプリFacebook「Messenger」向けにスタンプを送信

できるサービスとして、『stapa！』をリリースいたしました。今後は、Facebook「Messenger」にさらに緊密に統

合される様、Facebook社に申請する予定です。また、オリジナル作品投稿コミュニティ『Pictbox』におきまして

は、ステッカー製作専門サイト「貼れる屋」を運営する越後札紙株式会社と共同で、ノートパソコンを彩るイラス

トコンテストを開催する等の取組みを行いました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は471,265千円（前年同期比42.4％減）、営業損失は

9,608千円（前年同期は27,305千円の営業損失）、経常損失は4,680千円（前年同期は24,356千円の経常損失）、親

会社株主に帰属する四半期純損失は6,977千円（前年同期は32,888千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）と

なりました。

　なお、第１四半期連結会計期間から、当社グループは単一セグメントに変更したため、セグメント別の記載を省

略しております。

（注）製品名及びサービス名は商標又は登録商標です。
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(2）財政状態の分析

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて136,919千円（22.3％）減少し、476,288千円となりました。これは主と

して、現金及び預金が79,800千円、売掛金が28,832千円減少したことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて17,822千円（17.3％）減少し、85,256千円となりました。これは主とし

て、有形固定資産が5,961千円、無形固定資産が3,204千円増加したものの、投資その他の資産が26,988千円減少し

たことによるものであります。

　繰延資産は、前連結会計年度末に比べて1,457千円（37.5％）減少し、2,429千円となりました。

　以上の結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて156,199千円（21.7％）減少し、563,974千円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて134,642千円（32.3％）減少し、282,212千円となりました。これは主と

して、短期借入金が120,000千円、１年内返済予定の長期借入金が18,856千円減少したことによるものでありま

す。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて14,326千円（6.5％）減少し、206,465千円となりました。これは主とし

て、長期借入金が10,988千円減少したことによるものであります。

　以上の結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて148,969千円（23.4％）減少し、488,678千円となりまし

た。

　純資産は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失6,977千円を計上したことにより、前連結会計年度末に比べ

て7,229千円（8.8％）減少し、75,295千円となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間において、実施した研究開発活動はありません。

　今後におきましては、当社グループの企業価値の向上に高い効果をもたらすサービスの研究開発、又は新技術へ

の対応を行ってまいります。

(5）重要事象等について

　当社グループは、「１　事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事

象又は状況が存在しております。

　この改善策といたしまして、当連結会計年度におきましては、平成27年７月１日に当社グループの売上高を構成

するモバイルコンテンツ事業を営んでおりました株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併し、従来の「純粋持

株会社体制」から「事業会社体制」に移行することにより、昨今の経済情勢の変化に対応するとともに、より一層

のお客様視点に立った経営及び経営の一層の効率化を進めております。また、モバイルコンテンツ事業の中核であ

ります『デココレ』『photodeco+』等のコミュニケーションコンテンツ領域及び『森のえほん館』等のファミリー

コンテンツサービス領域の一層のサービス強化により、営業利益の確保及び営業キャッシュ・フローの更なる改善

を見込んでおります。

　事業資金面につきましても、引き続き取引金融機関と良好な関係にあり、当面の事業資金の確保はなされている

ことから、少なくとも今後１年間の資金繰りに重大な支障をきたすような状況にはありません。

　以上のことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、継続企

業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する注記」の記載には至りませ

んでした。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,336,000

計 36,336,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 11,765,200 11,776,400
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)

単元株式数

100株

計 11,765,200 11,776,400 － －

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成28年２月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は、含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円)

平成27年10月１日～

平成27年12月31日

（注）

－ 11,765,200 － 654,171 － 644,171

(注) 平成28年１月１日から平成28年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が11,200

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ138千円増加しております。

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 　　300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　11,764,000 117,640 －

単元未満株式 普通株式　　　　　 900 － －

発行済株式総数 11,765,200 － －

総株主の議決権 － 117,640 －

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社アイフリーク

モバイル

福岡県福岡市博多区

博多駅前三丁目２番８号
300 － 300 0.01

計 － 300 － 300 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日か

ら平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、監査法人アヴァンティアによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、平成27年７月１日付けで、連結子会社でありました株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併した

ことにより、連結子会社が存在しなくなったものの、連結財務諸表の開示が実態をより正確に表すことから、四

半期連結財務諸表を開示しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 421,774 341,974

売掛金 152,244 123,412

有価証券 14 14

その他 39,704 11,335

貸倒引当金 △531 △447

流動資産合計 613,207 476,288

固定資産   

有形固定資産 20,698 26,660

無形固定資産 17,992 21,197

投資その他の資産 64,386 37,398

固定資産合計 103,078 85,256

繰延資産 3,887 2,429

資産合計 720,173 563,974

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,252 8,615

短期借入金 300,000 180,000

1年内返済予定の長期借入金 39,792 20,936

未払法人税等 － 3,247

その他 68,811 69,413

流動負債合計 416,855 282,212

固定負債   

社債 200,000 200,000

長期借入金 10,988 －

資産除去債務 5,199 5,235

その他 4,604 1,230

固定負債合計 220,792 206,465

負債合計 637,647 488,678

純資産の部   

株主資本   

資本金 652,682 654,171

資本剰余金 652,687 654,177

利益剰余金 △1,221,648 △1,228,625

自己株式 △34 △34

株主資本合計 83,686 79,688

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3,391 △6,283

その他の包括利益累計額合計 △3,391 △6,283

新株予約権 2,230 1,891

純資産合計 82,525 75,295

負債純資産合計 720,173 563,974
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 818,509 471,265

売上原価 425,886 170,968

売上総利益 392,623 300,296

販売費及び一般管理費 419,928 309,905

営業損失（△） △27,305 △9,608

営業外収益   

受取利息 31 28

受取配当金 3,300 245

貸倒引当金戻入額 6,137 3,218

その他 2,816 6,048

営業外収益合計 12,285 9,541

営業外費用   

支払利息 3,326 2,864

社債発行費償却 1,457 1,457

新株予約権発行費 2,000 －

その他 2,552 290

営業外費用合計 9,336 4,613

経常損失（△） △24,356 △4,680

特別利益   

新株予約権戻入益 － 220

事業譲渡益 ※ 59,020 －

特別利益合計 59,020 220

特別損失   

特別退職金 1,038 －

貸倒引当金繰入額 59,484 －

特別損失合計 60,523 －

税金等調整前四半期純損失（△） △25,859 △4,459

法人税等 7,028 2,518

四半期純損失（△） △32,888 △6,977

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △32,888 △6,977
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △32,888 △6,977

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △60 △2,892

その他の包括利益合計 △60 △2,892

四半期包括利益 △32,948 △9,870

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △32,948 △9,870
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありました株式会社アイフリーク モバイルは、

当社を吸収合併存続会社、株式会社アイフリーク モバイルを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行ったこ

とにより、連結の範囲から除外しております。

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(企業結合に関する会計基準等の適用)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

　なお、平成27年７月１日を企業結合日とする吸収合併は、共通支配下の取引等であるため、当該会計基準等

の改正による影響はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　事業譲渡益は、当社の関係会社である株式会社アイフリーク モバイルが営んでいた『なりきり!!ごっこラ

ンド』を中心とする知育アプリ部門の譲渡に伴い生じた利益として計上しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 38,601千円 14,606千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２ 

モバイルコン
テンツ事業

Ｅコマース
事業

売上高      

外部顧客への売上高 632,613 185,896 818,509 － 818,509

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 632,613 185,896 818,509 － 818,509

セグメント利益又は

損失（△）
142,229 △10,480 131,749 △159,054 △27,305

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　当社グループは「モバイルコンテンツ事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

　当社グループは、従来「モバイルコンテンツ事業」、「Ｅコマース事業」の２事業を報告セグメントと

しておりましたが、前連結会計年度において、「Ｅコマース事業」を営んでおりました株式会社アイフ

リーク プロダクツ セールスの保有株式の全てを第三者に譲渡し、同事業から撤退しております。

　これにより、「モバイルコンテンツ事業」の単一セグメントとなることから、当第３四半期連結累計期

間のセグメント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △2円93銭 △0円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△32,888 △6,977

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）
△32,888 △6,977

普通株式の期中平均株式数（株） 11,232,298 11,756,113

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

―――― ――――

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成28年２月10日

株式会社アイフリークモバイル

取　締　役　会　御中

 

監査法人アヴァンティア

 

 
代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 小　笠　原　　　直　　㊞

 

 
代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 木　村　　　直　人　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社アイフリークモバイルの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３

四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平

成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイフリークモバイル及

び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の

経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しておりま

す。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社アイフリークモバイル(E05682)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

